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令和₆年₅月 1日� （2）

補
欠
選
挙
結
果

予
算
審
査
補
正
予
算
審
査
一
般
質
問
議
案
内
容
・
採
決

行
政
視
察
遊

佐

人

　

２
月
10
日
時
田
博
機
前
町
長
が
急
逝
さ
れ
行
わ
れ
た
町
長
選
挙

に
、
現
職
の
町
議
会
議
員
２
人
が
立
候
補
し
た
た
め
、
議
員
の
補
欠

選
挙
が
町
長
選
と
同
じ
日
程
で
行
わ
れ
た
。
定
数
２
に
対
し
て
３
人

が
立
候
補
し
選
挙
戦
と
な
っ
た
。
結
果
、
左
記
２
名
が
当
選
し
た
。

新
人
２
人
が
当
選

※本文中の年号「令和」は省略しています。

補欠選挙

新
し
い
議
会
の
構
成

●
議
　
長
　  

髙
橋 

冠
治

●
副
議
長
　  

那
須 

正
幸

●
議
会
選
出
監
査
委
員

　
　
　
　
　  

佐
藤 

俊
太
郎

●
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　  

斎
藤 

弥
志
夫

　
副
委
員
長  

渋
谷 

敏

　
委
　
員
　  

土
門 

治
明

　
　
同
　
　  

菅
原 

和
幸

　
　
同
　
　  

那
須 

正
幸

　
　
同
　
　  

今
野 

博
義

●
文
教
産
建
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　  

駒
井 

江
美
子

　
副
委
員
長  

本
間 

知
広

　
委
　
員
　  

髙
橋 

冠
治

　
　
同
　
　  

佐
藤 

俊
太
郎

　
　
同
　
　  

伊
原 

ひ
と
み

　
　
同
　
　  

遊
佐 

亮
太

●
議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長
　  

那
須 

正
幸

　
副
委
員
長  

今
野 

博
義

　
委
　
員
　  

菅
原 

和
幸

　
　
同
　
　  

佐
藤 

俊
太
郎

　
　
同
　
　  

遊
佐 

亮
太

●
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　  

本
間 

知
広

　
副
委
員
長  

駒
井 

江
美
子

　
委
　
員
　  

斎
藤 

弥
志
夫

　
　
同
　
　  

土
門 

治
明

　
　
同
　
　  

渋
谷 

敏

　
　
同
　
　  

伊
原 

ひ
と
み

各
種
委
員
会
委
員

●
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　  

髙
橋 

冠
治

　
　
　
　
　  

斎
藤 

弥
志
夫

●
民
生
委
員
推
薦
委
員

　
　
　
　
　  

本
間 

知
広

　
　
　
　
　  

渋
谷 

敏

●
青
少
年
育
成
協
議
会
委
員

　
　
　
　
　  

那
須 

正
幸

　
　
　
　
　  

今
野 

博
義

一
部
事
務
組
合
議
員

●
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
　

　
議
員

　
　
　
　
　  

佐
藤 

俊
太
郎

　
　
　
　
　  

那
須 

正
幸

●
庄
内
広
域
行
政
組
合
議
会
　

　
議
員

　
　
　
　
　  

髙
橋 

冠
治

伊原 ひとみ 議員遊佐 亮太 議員
　まずはしっかりと勉強し、
話を聞き町民の皆さんと共
に「今より暮らしやすい町」
を目指して行動したいと思
います。

　遊佐町に転居してまだ１
年しか経っていませんが、
移住者の視点を活かし、遊
佐町を世界一のユートピア
にすべく励んでいきます。

辞職にともない
補欠選挙へ



（3） 遊佐町議会だより
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視
察
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佐

人

空
き
校
舎
の
利
活
用·

い
よ
い
よ
本
格
化

町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
へ·

フ
ァ
ン
ド
事
業
で
若
者
へ
の
起
業
支
援

　
高
速
道
路
延
伸
や
コ
ロ
ナ
の
５
類
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、地
域
間
の
交
流
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
見
据
え「
新
・
道
の
駅
」

の
整
備
を
含
め
、
空
き
校
舎
を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発
や
、
起
業
に
よ
る
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
む
。

　
子
育
て
支
援
や
定
住
促
進
へ
向
け
、
子
育
て
世
帯
の
移
住
促
進
奨
励
金
、
す
く
す
く
ゆ
ざ
っ
子
支
援
金
、
空
き
家
の
利
活
用
事
業

な
ど
も
充
実
さ
せ
る
。

令和6年度

予算審査
一般会計総額　90億4900万円

前年度比 6億6200万円増

支
出

収
入

依

存

財
源

自
主
財

源

予備費
1000万円
議会費

9366万円

総務費
19億9942万円

民生費
20億2614万円

衛生費
4億4353万円

労働費
3429万円

町税
12億7424万円

繰入金
9億9479万円

その他自主財源
9億7439万円

諸支出金
1665万円

公債費
9億6050万円

教育費
8億2119万円

消防費
3億2904万円

土木費
8億7100万円

商工費
7億705万円
農水費
7億3653万円

その他依存財源
4億2108万円

国・県支出金
11億9157万円

町債
7億6410万円

地方交付税
34億2883万円

原案可決
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当初予算ポイント

令和₆年₅月 1日� （4）

産
　
業
　
課

⃞

答　
答
業
務
の
質
は
以
前
よ
り

向
上
し
て
い
る
。
増
員
し
て

更
に
遊
佐
ブ
ラ
ン
ド
事
業
を

推
進
す
る
た
め
に
増
額
計
上

し
た
。

⃞

答　
答
４
年
度
ま
で
の
支
出
の

総
額
は
１
億
１
３
９
万
３
１

１
９
円
で
あ
る
。
今
後
は
事

業
計
画
に
基
づ
く
支
出
を
見

込
ん
で
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
の

予
算
増
は

ア
ワ
ビ
養
殖
事
業
の
収
支
は

令和6年度

当初予算質疑
3月12日 13日

予算審査特別委員会
委 員 長　斎藤 弥志夫
副委員長　渋谷 敏

　新規事業として小学校空き校舎を活用したま
ちづくりセンター整備事業で４億2010万円、
同じく６次産業化貸工房整備事業に3100万円。
若者を中心としたゆざまちづくり会社運営事業
に100万円、ゆざづくりファンド事業に300万
円を計上している。
　審査中に費用対効果の観点から「アワビ養殖
事業」の稚貝購入費400万円を削除する修正動
議が出されたが、反対多数で否決。原案可決と
なった。

⃞

答　
答
基
準
を
満
た
す
見
込
み

が
あ
る
方
を
新
規
１
名
、
継

続
３
名
と
し
予
算
計
上
し
た
。

申
請
が
多
け
れ
ば
、
補
正
対

応
で
行
う
。

新
規
就
農
補
助
金
の

予
算
減
は

ブランド化を目指す「鳥海アワビ」

⃞

答　
答
若
手
事
業
者
の
新
規
起

業
等
を
支
援
す
る
。
空
き
店

舗
改
修
の
支
援
等
を
想
定
し

て
い
る
。
詳
細
な
制
度
設
計

は
６
年
度
に
行
う
。

⃞

答　
答
協
定
内
容
は
５
年
に
１

度
見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
事
前
協
議
に
お
い
て
双

方
合
意
の
上
で
取
り
交
わ
し

て
い
る
。

⃞

答　
答
個
人
消
費
喚
起
の
た
め
、

セ
ー
ル
等
意
欲
的
な
取
組
み

を
行
う
商
店
街
振
興
組
合
等

に
対
し
て
、
広
告
費
の
補
助

金
を
交
付
す
る
。

中
心
市
街
地
・
商
店
街

活
性
化
支
援
事
業
と
は

問　
委
託
業
務
内
容
に
変
更

は
な
い
が
、
５
年
度
対
比
増

額
計
上
し
た
理
由
は
。

（
今
野 

博
義 

委
員
）

問　
平
成
27
年
か
ら
の
こ
れ

ま
で
の
支
出
総
額
と
今
後
の

予
定
は
。（今

野 

博
義 
委
員
）

問　
離
農
が
増
え
る
中
、
新

規
就
農
者
施
策
は
重
要
。
予

算
を
減
額
し
た
理
由
は
。

�

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

問　
若
者
を
中
心
と
し
た
新

規
事
業
で
あ
る
。
内
容
は
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

問　
農
外
利
用
負
担
金
は
、

土
地
改
良
区
か
ら
協
定
の
見

直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い

か
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

問　
商
工
費
に
計
上
さ
れ
て

い
る
補
助
金
の
交
付
先
と
、

支
援
事
業
の
概
要
は
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

※審査の詳しい内容は
　二次元コードから
　ご覧ください。

米〜ちゃんスタンプカード商品券

3月12日　　　　　 3月13日

「
ゆ
ざ
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」と
は

雑
用
水
は

農
業
水
利
か
ら
給
水
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（5）� 遊佐町議会だより

⃞

答　
答
実
施
計
画
で
は
、
６
年

度
に
大
型
バ
ス
１
台
、
７
年

度
に
中
型
バ
ス
１
台
、
８
年

度
に
大
型
バ
ス
１
台
の
購
入

を
予
定
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

更
新
計
画
は

問　
コ
ロ
ナ
関
連
予
算
で
購

入
し
た
車
輛
も
あ
る
。
他
の

バ
ス
の
更
新
計
画
は
あ
る
の

か
。

�

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

地
域
生
活
課

⃞

答　
答
小
さ
な
穴
埋
め
は
町
道

路
作
業
員
が
対
応
し
、
範
囲

が
大
き
い
箇
所
は
、
優
先
順

位
付
け
を
し
な
が
ら
業
者
に

委
託
し
て
い
る
。

町
道
修
繕
工
事
の

実
施
状
況
は

問　
町
道
の
損
傷
箇
所
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
修
繕
工

事
の
実
施
状
況
は
。

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

⃞

答　
答
新
築
、
中
古
取
得
の
支

援
金
は
、
実
績
に
基
づ
き
減

額
し
た
も
の
。
申
請
が
多
け

れ
ば
補
正
予
算
で
対
応
し
た

い
。

住
宅
建
設
対
策
費
の

予
算
減
は

問　
移
住
定
住
促
進
を
進
め

る
中
、
５
年
度
対
比
で
予
算

減
少
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

�

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

⃞

答　
答
新
設
す
る
Ｅ
Ｖ
車
購
入

補
助
金
は
、
新
車
の
み
対
象
。

蓄
電
池
設
備
補
助
金
は
、
容

量
が
１
kW
ｈ
以
上
を
対
象
と

す
る
予
定
。

Ｅ
Ｖ
車
・
蓄
電
池
購
入
補
助
金

問　
Ｅ
Ｖ
車
は
中
古
車
で
も

可
能
か
。
蓄
電
池
は
ポ
ー
タ

ブ
ル
で
も
可
能
か
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）老朽化している防雪柵

⃞

答　
答
ス
ー
パ
ー
農
道
の
古
く

な
っ
た
柵
羽
を
２
ヶ
年
で
交

換
予
定
。
新
設
予
定
は
な
い

が
、
当
該
箇
所
は
今
冬
に
状

況
確
認
す
る
。

防
雪
柵
の
新
設
は

で
き
な
い
の
か

問　
柵
羽
交
換
の
計
画
で
あ

る
が
、
野
沢
地
内
の
箇
所
に

新
設
は
で
き
な
い
か
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

⃞

答　
答
水
防
法
の
改
正
に
伴
い
、

集
中
豪
雨
に
よ
る
内
水
浸
水

へ
の
対
応
と
し
て
、
遊
佐
・

吹
浦
都
市
下
水
路
区
域
内
で

作
成
す
る
も
の
。

想
定
区
域
図 

な
ぜ
今
の
作
成

問
　
平
成
21
年
に
県
が
浸
水

想
定
を
指
定
し
て
い
る
。
都

市
計
画
区
域
作
成
の
根
拠
は
。

（
菅
原 

和
幸 
委
員
）

⃞

答　
答
５
年
度
に
実
施
設
計
を

し
て
、
６
年
度
に
工
事
を
す

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
避
難

所
対
応
ト
イ
レ
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
。

避
難
所
対
応

ト
イ
レ
の
設
置
を

問
　
小
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
東

棟
の
ト
イ
レ
改
修
、
避
難
所

対
応
ト
イ
レ
の
設
置
は
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

⃞
答　
答
指
導
書
は
、
４
年
毎
に

更
新
す
る
も
の
で
、
６
年
度

に
購
入
す
る
指
導
書
は
、
６

年
度
か
ら
９
年
度
に
使
用
す

る
も
の
で
あ
る
。

教
師
用
学
習
指
導
書

問
　
教
師
用
の
学
習
指
導
書

は
高
額
で
あ
る
。
何
年
毎
に

更
新
す
る
の
か
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

⃞

答　
答
こ
れ
ま
で
実
行
委
員
会

会
計
に
振
り
込
ん
で
い
た
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
、

町
の
一
般
会
計
へ
の
振
り
込

み
に
変
更
し
た
。

第
30
回

鳥
海
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

問
　
大
幅
な
予
算
の
増
額
で

あ
る
。
財
源
は
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

⃞

答　
答
町
の
方
向
性
と
ク
ラ
ブ

の
目
的
等
が
合
致
す
る
「
遊’s
」

を
地
域
移
行
の
運
営
団
体
と

し
、
６
年
度
よ
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
。

中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
事
業
は

問
　
休
日
の
地
域
移
行
が
行

わ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ク

ラ
ブ
「
遊’s
」
と
の
連
携
と
計

画
は
。（

那
須 

正
幸 

委
員
）

⃞

答　
答
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

目
処
は
立
っ
て
い
る
。「
遊’s
」

で
雇
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

今
後
、
雇
用
に
向
け
て
打
合

せ
を
し
て
い
く
。

問
　
県
教
委
の
方
針
で
も
あ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置

は
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

教
　
育
　
課
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健
康
福
祉
課

企
　
画
　
課

⃞

答　
答
各
事
業
者
の
営
業
日
に

な
る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
は
平

日
の
み
に
な
る
が
、
そ
れ
以

外
は
、
事
前
に
予
約
す
れ
ば

対
応
し
て
い
る
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
金

問　
土
日
利
用
へ
の
対
応
も

し
て
い
る
の
か
。

（
駒
井 

江
美
子 

委
員
）福祉タクシー券

⃞

答　
答
高
瀬
は
５
年
度
設
計
を

終
え
、
６
年
度
工
事
に
入
る
。

蕨
岡
は
合
意
形
成
に
至
っ
て

い
な
い
た
め
、
引
き
続
き
設

計
協
議
を
行
う
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事

問　
地
域
と
の
合
意
形
成
の

上
で
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
計
画
は
。

�

（
駒
井 

江
美
子 

委
員
）

⃞

答　
答
遊
佐
町
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
別
冊
ク
レ
ー
ド
ル

「
巡
る
ゆ
ざ
ま
ち
」
を
汎
用

性
の
高
い
英
語
表
記
版
と
し

て
作
成
す
る
。

問　
新
規
事
業
の
内
容
は
。

�

（
駒
井 

江
美
子 

委
員
）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
Ｐ
Ｒ
事
業

⃞

答　
答
町
の
会
計
年
度
任
用
職

員
に
準
じ
、
ま
ち
協
事
務
局

員
１２
名
分
の
期
末
勤
勉
手
当

を
新
た
に
支
給
す
る
た
め
。

問　
「
地
域
活
動
交
付
金
」

が
７
０
０
万
円
増
額
さ
れ
た

が
、
主
な
要
因
は
。

�
（
本
間 

知
広 

委
員
）

別冊クレードル「巡るゆざまち」

職
員
の
労
働
環
境
改
善
へ

⃞

答　
答
結
婚
し
た
夫
婦
が
共
に

３９
歳
未
満
で
、
町
内
で
の
新

生
活
に
要
す
る
住
居
費
、
引

越
費
用
等
に
対
し
最
大
６０
万

円
を
補
助
。

新
生
活
に
ど
の
よ
う
な
支
援

問　
新
規
で
「
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
」
と
し
て
２
４
０

万
円
の
計
上
だ
が
、内
容
は
。

�

（
本
間 

知
広 

委
員
）

⃞

答　
答
限
ら
れ
た
寮
数
で
多
く

の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
措
置
。
新
１
年
生
で
事

前
了
承
を
得
た
方
が
相
部
屋

と
な
る
。

問　
留
学
生
の
居
室
が
相
部

屋
と
の
こ
と
。
そ
の
対
応
は
。

�

（
佐
藤 

俊
太
郎 

委
員
）

遊
佐
高 

留
学
生
寮

⃞

答　
答
２０
歳
以
上
の
独
身
男
女

１０
人
以
上
が
参
加
す
る
交
流

イ
ベ
ン
ト
で
、
過
半
数
が
町

内
に
在
住
又
は
勤
務
す
る
者

で
あ
る
こ
と
。

問　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
支
援

要
件
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

�

（
佐
藤 

俊
太
郎 

委
員
）

婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
支
援
は

総
　
務
　
課

⃞

答　
答
訓
練
服
を
国
の
新
準
則

対
応
訓
練
服
に
、
３
ヶ
年
を

か
け
て
変
更
す
る
計
画
で
、

最
初
の
年
に
な
る
。

消
防
団
へ
の
経
費
が

大
き
く
増
額

問　
消
防
団
員
に
対
す
る
消

耗
品
費
が
約
４
０
０
万
円
と

大
き
な
増
額
だ
が
、
理
由
は
。

�

（
本
間 

知
広 

委
員
）

⃞

答　
答
訓
練
等
で
半
長
靴
を
履

い
て
い
る
が
、
他
の
自
治
体

と
同
じ
よ
う
に
、
活
動
し
や

す
い
ス
ニ
ー
カ
ー
に
変
更
す

る
。

問　
水
難
救
助
員
の
装
備
品

の
変
更
は
何
か
。

�

（
佐
藤 

俊
太
郎 

委
員
）

水
難
救
助
費
増
額
の
理
由
は

蕨岡地区では引き続き協議
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産
　
業
　
課

⃞

答　
答
返
礼
品
の
在
庫
管
理
は

事
業
者
で
行
っ
て
い
る
。
返

礼
品
の
大
半
は
米
で
あ
る
が
、

在
庫
は
確
保
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

12
億
円
の

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

問　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

は
莫
大
な
金
額
と
な
り
、
返

礼
品
は
十
分
で
あ
る
の
か
。

（
斎
藤 

弥
志
夫 

委
員
）

⃞

答　
答
交
付
金
は
対
象
農
用
地

の
面
積
に
基
づ
き
交
付
さ
れ

る
も
の
。
急
傾
・
緩
傾
斜
ご

と
交
付
対
象
の
面
積
の
実
績

に
基
づ
く
。

問　
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
は
不
可
欠
。
継
続

は
可
能
か
。

�

（
斎
藤 

弥
志
夫 
委
員
）

⃞

答　
答
当
初
計
画
に
対
し
て
の

１
名
不
足
分
、
緊
急
対
応
の

１
名
専
任
分
な
ど
、
人
件
費

の
精
査
に
よ
り
予
算
計
上
を

行
っ
た
。

⃞

答　
答
吹
浦
漁
港
南
防
波
堤
入

口
で
あ
る
。
現
在
も
、
２
箇

所
に
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

委
託
料
３
４
０
万
円

増
額
補
正
な
ぜ

問　
当
初
予
算
で
足
り
ず
遊

佐
町
総
合
交
流
促
進
施
設
㈱

へ
の
補
正
発
生
の
要
因
は
。

（
今
野 

博
義 

委
員
）

問　

漁
港
内
で
の
事
故
防

止
の
た
め
の
対
策
だ
が
、

柵
の
設
置
が
ど
の
場
所
か
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

⃞
答　
答
製
造
業
、
建
設
業
、
運

輸
業
の
町
内
中
小
企
業
者
の

従
業
員
を
対
象
に
、
業
務
上

必
要
な
技
術
資
格
等
の
取
得

が
該
当
す
る
。

⃞

答　
答
揚
水
機
場
は
、
毎
年
計

画
的
に
修
繕
し
て
い
る
。
３

揚
水
機
場
は
、
緊
急
の
措
置

が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
こ

の
事
業
を
活
用
し
た
。

中
小
企
業
技
術
者
の

資
格
補
助

水
利
施
設
整
備
は

３
機
場
だ
け
か

問　
中
小
企
業
へ
の
補
助
で

あ
る
が
ど
の
よ
う
な
資
格
取

得
に
該
当
す
る
の
か
内
訳
を
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

問　
高
圧
受
電
設
備
へ
の
補

助
で
あ
る
。
他
の
５
機
場
等

の
更
新
計
画
の
協
議
は
あ
る

の
か
。（

菅
原 

和
幸 

委
員
）

中
山
間
地
域
の
補
助
金

漁
港
の
安
全
対
策

　５年度事業の確定により、不用と
なった予算を減額。６年度事業に向
け基金の積み立てを行った。そのほ
か、６年度事業前倒しによる圃場整
備事業や、要望のあった道路・側溝
整備等に新たな予算を計上した。

基金　「新・道の駅」整備基金積立金··················· 1億4300万円
　　　ふるさと基金積立金·················································· 2億円
農林　圃場整備事業負担金···········································4420万円
商工　コロナ対策観光施設支援給付金························1778万円

補正予算ポイント

交流人口拡大を見据え交流人口拡大を見据え
「新・道の駅」など各基金に積み立て「新・道の駅」など各基金に積み立て 補正予算審査特別委員会

委 員 長　駒井 江美子
副委員長　本間 知広

⃞

答　
答
交
付
率
も
全
国
平
均
を

上
回
り
、
申
請
が
落
ち
着
い

た
こ
と
に
よ
る
人
件
費
等
の
減
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

交
付
事
業
費
減
額

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
事

業
費
が
約
１
２
０
万
円
減
額

に
な
っ
た
。
要
因
は
。

（
本
間 

知
広 

委
員
）

町
　
民
　
課

交付率が上がったマイナンバーカード
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⃞

答　
答
４
年
ぶ
り
に
２
日
間
で

開
催
し
、
１
２
２
１
人
が
参

加
し
た
。
健
康
づ
く
り
や
地

域
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

⃞

答　
答
小
学
校
統
合
に
よ
り
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
体
制

が
変
わ
り
、
継
続
が
困
難
と

な
っ
た
。
今
後
は
機
会
を
捉

え
て
発
表
等
を
行
う
。

⃞

答　
答
D
ラ
ン
ク
の
空
き
家
は
、

５
年
度
調
査
で
１
７
７
件
で

あ
り
４
年
度
よ
り
５
件
増
加

し
て
い
る
。

⃞

答　
答
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
毎
年
担
当
者
が
庄
内
管

内
の
高
校
へ
出
向
き
、
制
度

の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

⃞

答　
答
５
名
の
現
隊
員
が
協
力

隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報

発
信
な
ど
を
手
分
け
し
て
対

応
し
て
い
る
。

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
大
会
の

結
果
は

空
き
家
建
物
応
急
処
置
の

現
況
は

問　
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
大
会
の
総
括
と
町
へ
の
プ

ラ
ス
効
果
は
。

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

問　
20
年
続
い
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
廃
止
に
至
っ
た
経
緯
と

今
後
の
計
画
の
内
容
は
。

（
那
須 

正
幸 

委
員
）

問　
老
朽
危
険
空
き
家
は
、

今
後
増
加
す
る
と
思
う
が

現
在
の
把
握
数
は
。

（
佐
藤 

俊
太
郎 

委
員
）

問　
本
制
度
の
周
知
広
報
は
、

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。（佐

藤 

俊
太
郎 

委
員
）

問　
現
在
隊
員
が
１
名
欠
員

と
の
こ
と
だ
が
、
業
務
に
支

障
は
な
い
か
。

（
本
間 

知
広 

委
員
）

⃞

答　
答
現
在
使
用
し
て
い
る
検

知
器
が
生
産
終
了
し
た
た
め

更
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

⃞

答　
答
こ
の
発
掘
事
業
は
、
高

速
道
路
に
関
連
し
て
実
施
す

る
国
史
跡
鳥
海
山
に
関
す
る

発
掘
調
査
で
あ
る
。

⃞

答　
答
５
年
１２
月
支
給
で
１
５

３
名
を
対
象
と
し
て
支
給
し

て
い
る
。

⃞

答　
答
全
体
工
程
の
調
整
に
よ

り
減
額
と
な
っ
た
が
、
９
年

度
初
頭
の
開
業
を
見
据
え
て

進
捗
に
問
題
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は

遺
跡
発
掘
事
業
増
額
と
す
る

事
業
内
容
は

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
係
る

チ
ェ
ッ
ク
で
検
知
器
の
更
新

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

（
渋
谷 

敏 

委
員
）

問　
小
山
崎
遺
跡
は
、
年
度

内
に
計
画
書
が
刊
行
さ
れ
る

が
、
遺
跡
発
掘
事
業
の
概
要

は
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

問　
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の

子
ど
も
に
対
す
る
支
援
だ
が
、

対
象
者
数
は
。

（
佐
藤 

俊
太
郎 

委
員
）

問　
「
新
・
道
の
駅
」
の
整

備
費
が
３
７
０
０
万
円
減
額

さ
れ
た
。
進
捗
に
問
題
は
な

い
か
。（

本
間 

知
広 

委
員
）

教
　
育
　
課

総
　
務
　
課

健
康
福
祉
課

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
廃
止
へ

す
く
す
く
ゆ
ざ
っ
子
支
援
金

看
護
師
等
奨
学
金
貸
付
制
度

企
　
画
　
課

減
額
補
正
で
進
捗
に
問
題
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

確
保
へ

⃞

答　
答
５
年
度
の
設
置
は
１
件

で
、
設
置
率
は
４３
・
４
％
と

な
っ
た
。
該
当
集
落
に
新
た

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
回
覧
し

た
。

問　
環
境
整
備
で
合
併
浄
化

槽
の
設
置
は
大
切
。
向
上
対

策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

（
斎
藤 

弥
志
夫 

委
員
）

⃞

答　
答
記
録
的
な
小
雪
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
減
額
し
た
も

の
。
待
機
料
以
外
で
、
５
年

度
か
ら
最
低
保
障
制
度
も
新

設
し
た
。

委
託
基
準
の
見
直
し
で
の

減
額
か

問　

除
雪
費
１
４
０
０
万

円
が
減
額
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
除
雪
委
託
基
準
の

見
直
し
を
し
た
の
か
。

（
菅
原 

和
幸 

委
員
）

地
域
生
活
課

衛
生
的
な
生
活
環
境
の
整
備

補
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（9）� 遊佐町議会だより

限界集落数及び高齢化率
（令和5年4月1日現在）

答　
ま
ち
協
は
町
政
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
参
画
と
協
働
を
実
現
す
る
町
民
自
治

の
主
役
で
あ
り
、
今
後
ま
ち
協
の
役
割

は
よ
り
一
層
重
要
性
を
増
す
。
地
域
課

題
解
決
の
た
め
継
続
的
に
議
論
を
行
い
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

問　
本
町
の
２
割
が
限※

界
集
落
で
あ
り
、

高
齢
化
率
40
％
超
え
の
集
落
も
約
８
割

で
、
集
落
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
ち
協
と
町
は
、
地
域
課
題
等
に
対
応

す
る
協
働
関
係
に
あ
る
。
対
等
な
立
場

で
論
ず
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

　
※
限
界
集
落
…
地
域
人
口
の
50
%
以
上
が

　
　
65
歳
以
上
の
集
落

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

引っ越してきて半年。まだまだ分からないことだらけで、「議会だより」で勉強しています。
（遊佐Wさん）
Re:ようこそ遊佐町へ。今後も「より読みやすく」をモットーに取り組んでいきます。

地　域
集
落
数

限界
集落数

割合

高齢
化率

割合

高齢
化率

割合65歳
以上が
50％
以上

45％
以上

40％
以上

蕨　岡 17 3 18％ 8 47％ 12 71％
遊　佐 32 4 13％ 12 38％ 20 63％
稲　川 14 2 14％ 7 50％ 13 93％
西遊佐 11 1 9％ 6 55％ 9 82％
高　瀬 19 6 32％ 9 47％ 15 79％
吹　浦 17 7 41％ 10 59％ 16 94％

110 23 21％ 52 47％ 85 77％

一
般
質
問

町
の
事
業
と
課
題
を
問
う

７
議
員
登
壇

3 月 6日・7日

一般質問とは
町の行政全般にわたって、問題や課題を明らかにし、政策の改善や
新規の政策の採用を求めるために行います。
＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。

　菅
原 

和
幸 

議
員

○
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
地
域
と
町
の
調
整
は

　斎
藤 

弥
志
夫 

議
員

○
農
業
の
廃
業
・
離
農
の
防
止

　駒
井 

江
美
子 

議
員

○
庄
内
沖
海
底
活
断
層
と
洋
上
風
力
発
電

　渋
谷 

敏 

議
員

○
定
住
促
進
計
画
を
進
め
る
た
め
の
施
策
は

　佐
藤 

俊
太
郎 

議
員

○
避
難
所
の
開
錠
と
暖
房
の
改
善
点
は

　那
須 

正
幸 

議
員

○
災
害
に
対
す
る
考
え
を
さ
ら
に
強
化

　本
間 

知
広 

議
員

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン 

よ
り
町
民
の
理
解
を

社会の変化に対応した地域と町の調整は

菅
すが

原
わら

 和
かず

幸
ゆき

議員

質問者の動画が
見られます。

一
般
質
問
通
告
の
要
旨
（
通
告
順
）

毎年開催される
「空き家無料相談会」
詳しくは
総務課危機管理まで
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（令和5年4月1日現在）

答　
ま
ち
協
は
町
政
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
参
画
と
協
働
を
実
現
す
る
町
民
自
治

の
主
役
で
あ
り
、
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協
の
役
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は
よ
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層
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要
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を
増
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課
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解
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の
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的
に
議
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を
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い
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の
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本
町
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割
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で
あ
り
、
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齢
化
率
40
％
超
え
の
集
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も
約
８
割

で
、
集
落
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
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る
。

ま
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と
町
は
、
地
域
課
題
等
に
対
応

す
る
協
働
関
係
に
あ
る
。
対
等
な
立
場

で
論
ず
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

　
※
限
界
集
落
…
地
域
人
口
の
50
%
以
上
が

　
　
65
歳
以
上
の
集
落

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

引っ越してきて半年。まだまだ分からないことだらけで、「議会だより」で勉強しています。
（遊佐Wさん）
Re:ようこそ遊佐町へ。今後も「より読みやすく」をモットーに取り組んでいきます。
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高　瀬 19 6 32％ 9 47％ 15 79％
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町の行政全般にわたって、問題や課題を明らかにし、政策の改善や
新規の政策の採用を求めるために行います。
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に
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点
は

　
那
須 

正
幸 

議
員

○
災
害
に
対
す
る
考
え
を
さ
ら
に
強
化

　
本
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ボ
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よ
り
町
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の
理
解
を

社会の変化に対応した地域と町の調整は
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すが

原
わら
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かず

幸
ゆき
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令和₆年₅月 1日� （10）

日本海東縁海底活断層の地図
（文部科学省の地震調査研究推進本部より）

空き家を活用した駅前のお試し住宅

答　
農
家
の
継
続
・
人
材
確
保
は
、
引

続
き
国
・
県
事
業
の
積
極
的
な
活
用
を

図
り
、
様
々
な
支
援
を
行
う
。
直
接
補

償
は
、
農
家
の
ニ
ー
ズ
並
び
に
財
政
運

営
か
ら
の
財
源
補
填
を
考
慮
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

答　
洋
上
風
車
の
耐
震
、
設
備
基
準
は

国
が
厳
し
く
定
め
て
い
る
。
能
登
半
島

地
震
を
受
け
、
安
全
基
準
等
の
見
直
し

が
掛
け
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

事
業
者
決
定
後
、
国
や
県
、
関
係
機
関

と
一
緒
に
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
練
り

上
げ
て
い
く
。

答　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
定
め
た
目
標
人

口
達
成
の
た
め
、
特
に
第
３
次
定
住
促

進
計
画
に
掲
げ
る
各
施
策
を
丁
寧
に
推

進
す
る
。
ま
た
、
町
内
関
係
機
関
と
連

携
し
て
移
住
相
談
対
応
の
ほ
か
、
遊
佐

町
に
来
て
も
ら
え
る
環
境
を
整
え
て
い

く
。

問　
コ
メ
の
価
格
の
下
落
に
加
え
肥
料

や
燃
料
代
の
高
騰
が
続
き
、
コ
メ
農
家

が
苦
境
に
直
面
し
て
い
る
。
赤
字
経
営

を
改
善
し
て
廃
業
・
離
農
を
防
止
す
る

に
は
、
１
俵
２
０
０
円
程
度
の
町
独
自

の
直
接
補
償
が
必
要
で
あ
る
。

問　
能
登
半
島
地
震
の
津
波
被
害
を
見

て
事
業
者
公
募
が
開
始
さ
れ
、
事
業
が

進
ん
で
い
く
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
住

民
も
い
る
。
庄
内
沖
の
海
底
活
断
層
の

調
査
、
評
価
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
町

は
住
民
の
安
全
を
ど
う
守
る
の
か
。

問　
町
が
掲
げ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
国

立
社
会
保
障
研
究
所
の
推
計
で
は
年
々

差
が
開
き
、
今
後
具
体
的
な
施
策
の
展

開
が
求
め
ら
れ
る
。
人
口
減
少
対
策
の

数
値
目
標
を
示
し
、
達
成
に
向
け
た
事

業
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

補
助
事
業
等
を
活
用
、
支
援
を
行
う

今
後
し
っ
か
り
安
全
対
策
を

関
係
機
関
と
連
携
し
推
進

議会クイズの解答を探しながら熱心に読んでいます。楽しいですね。（稲川Sさん）
Re:議会クイズは好評ですよ。もっとたくさんの方から応募してもらえるよう工夫していきます。

農業の廃業・離農の防止

庄内沖海底活断層と洋上風力発電

定住促進計画を進めるための施策は

斎
さい

藤
とう

 弥
や

志
し

夫
お

議員

駒
こま

井
い

 江
え

美
み

子
こ

議員

渋
しぶ

谷
や

 敏
さとし

議員

質問者の動画が
見られます。

質問者の動画が
見られます。

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。
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（11）� 遊佐町議会だより

カーボンニュートラル概念図

避難所開設訓練（旧吹浦小）

市販されているベッドの一例

答　
避
難
所
の
鍵
は
、
地
域
と
役
場
の

２
箇
所
で
持
っ
て
い
る
。
開
錠
出
来
な

い
こ
と
が
無
い
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
暖
房
器
具
は
、
２
月
に
避

難
所
に
配
備
し
た
が
、
必
要
な
資
機
材

は
、
今
後
も
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き

た
い
。

答　
移
動
は
徒
歩
、
自
家
用
車
、
乗
り

合
い
で
の
移
動
が
基
本
と
な
る
。
し
か

し
、
雪
の
中
の
徒
歩
移
動
は
難
し
い
の

で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

情
報
発
信
に
お
い
て
も
防
災
行
政
無
線
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し

て
定
期
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

答　
町
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
他
、

町
民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
が
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
を
意
識
し
、
自
発
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
。
国
や

県
の
補
助
制
度
の
周
知
を
図
り
、
良
い

取
り
組
み
提
案
な
ど
あ
れ
ば
検
討
し
て

い
く
。

問　
１
月
１
日
の
津
波
警
報
下
で
の
開

錠
は
概
ね
良
好
に
実
施
さ
れ
た
。
し
か

し
家
屋
倒
壊
や
道
路
障
害
等
で
開
錠
遅

れ
を
想
定
し
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
停
電
等
を
想
定
し
た
暖
房
器
具

等
、
そ
の
他
資
機
材
の
配
備
状
況
は
。

問　
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
て
当
町

で
の
災
害
対
策
へ
の
課
題
が
残
っ
た
。

　
高
齢
者
な
ど
歩
け
な
い
人
も
多
い
中

１
次
避
難
場
所
か
ら
避
難
所
へ
の
移
動

の
対
策
や
避
難
者
へ
の
町
か
ら
の
情
報

が
無
い
。
今
後
の
対
応
は
。

問　
５
年
５
月
に
町
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
っ
て
い
る
が
、

町
民
に
は
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う

に
感
じ
る
。

　
目
標
達
成
の
た
め
に
よ
り
町
民
の
理

解
を
得
る
た
め
の
考
え
は
。

引
き
続
き
避
難
所
の
整
備
を
行
う

災
害
時
の
移
動
や
情
報
発
信
を
検
討

自
発
的
な
取
り
組
み
を
期
待

議員たちの横顔の写真が気になります。正面のスマイルが見たいです。（遊佐Kさん）
Re:自分たちもあまりに横過ぎて気になっていました。今号から写真が変わっていますよ。
スマイルとまではいきませんが、いかがですか。

避難所の開錠と暖房の改善点は

災害に対する考えをさらに強化

ゼロカーボン より町民の理解を

佐
さ

藤
とう

 俊
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

那
な

須
す

 正
まさ

幸
ゆき

議員

本
ほん

間
ま

 知
とも

広
ひろ

議員

質問者の動画が
見られます。

質問者の動画が
見られます。

質問者の動画が
見られます。

＊各議員の一般質問録画映像は二次元コードからアクセスしてください。
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令和₆年₅月 1日� （12）

３月定例会の議案内容 (一般会計補正予算他、38件)

1月臨時会の議案内容 (一般会計補正予算他、1件)

議案番号 議案名 内　容

議３号 令和5年度遊佐町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）の専決処分の
承認について

諸収入、一般管理費の補正に伴い、予算
に組み入れるため

議４号 令和5年度遊佐町一般会計補正予算（第6号）の専決処分の承認について 地方自治法の規定に基づき、予算に組み
入れるため

議5～10号 令和5年度一般会計補正予算（第8号）、各特別会計等補正予算 P7～8に審議内容を掲載

議１１～16号 令和6年度一般会計予算、各特別会計等予算 P3～6に審議内容を掲載

議１７号 遊佐町消防団条例の設定について 消防団員の負担軽減と団員確保のため
処遇を改善

〈傍聴者　 0人〉

議案番号 議案名 内　容

議１号 令和5年度遊佐町一般会計補正予算（第5号）
歳入、歳出にそれぞれ3億7600万円追
加し、歳入、歳出それぞれ103億7200
万円とする。

議２号 遊佐町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 戸籍法の一部改正に伴い、関連する規定
を整理

上程議案

駒
井 

江
美
子

今
野 

博
義

渋
谷 

敏

本
間 

知
広

那
須 

正
幸

佐
藤 

俊
太
郎

菅
原 

和
幸

土
門 

治
明

斎
藤 

弥
志
夫

髙
橋 

冠
治

議決結果
（賛成：反対）

議11号 令和６年度遊佐町一般会計予算 × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ― 可決（5：4）

請願１号 山形県遊佐町沖洋上風力発電事業者
公募の中断に関する請願 ○

退
席

× ×
退
席

退
席

× × × ― 否決（1：5）

賛否が分かれた議案

請願審査 不採択
山形県遊佐町沖洋上風力発電事業者公募の中断に関する請願

3月定例会

請願は請願審査特別委員会に付託、審議され不採択となった。

詳しい審査内容は二次
元コードから請願審査特
別委員会をご覧ください。

請願の要旨
日本海東縁部の海底活断層について文科省による地震活動の
調査・評価が行われ、それに基づく洋上風力発電の設計方法を
決めることができるようになるまで、事業者公募の中断を求める。

◯賛成　×反対　議長（髙橋 冠治）は採決に加わらない

共同代表
菅原 善子
三原 容子
佐藤 秀彰

【請願者】鳥海山沖洋上風力発電を考える会
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議案番号 議案名 内　容

議１８号 遊佐町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

職員のワークライフバランス（仕事と生活
の調和）推進及び働きやすさ向上のため、
条例の一部を改正

議１９号 遊佐町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 法改正に伴い、会計任用職員へ育児休
業中に勤勉手当を支給するための整備

議２０号 遊佐町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

法改正に伴い、会計任用職員へ勤勉手
当を支給するための整備

議２１号 遊佐町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

遊佐町特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を改正

議２２号 遊佐町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 介護保険事業計画の見直しに伴い、６年
度から８年度までの介護保険料を改正

議２３号 遊佐町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

指定居宅介護支援等の事業に関する基準
の改正に伴い、条例の一部を改正

議２４号
遊佐町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

介護予防のための基準の改正に伴い、
条例の一部を改正

議２５号 遊佐町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について

指定地域密着型サービス事業の基準改正
に伴い、条例の一部を改正

議２６号
遊佐町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援
等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

指定介護予防支援事業並びに介護予防
に関する基準の改正に伴い、条例の一部
を改正

議２７号 遊佐町漁港管理条例の一部を改正する条例の制定について 漁港漁場整備法の改正に伴い、規定を
整備

議２８号 遊佐町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 道路法施行令の改正に伴い、町道の道
路占有料に関する規定を整備

議２９号 遊佐町水道給水条例の一部を改正する条例の制定について 水道法の改正に伴い、条例の一部を改正

議３０号 鳥海ふれあいの里保養施設の指定管理者の指定について 地方自治法の規定に基づき、指定管理者
を指定

議３１号 四季の森「しらい自然館」の指定管理者の指定について 地方自治法の規定に基づき、指定管理者
を指定

議３２号 遊佐町西浜コテージ村の指定管理者の指定について 地方自治法の規定に基づき、指定管理者
を指定

議３３号 遊佐町ふれあい広場の指定管理者の指定について 地方自治法の規定に基づき、指定管理者
を指定

議３４号 遊佐町十六羅漢公園の指定管理者の指定について 地方自治法の規定に基づき、指定管理者
を指定

議３５号 遊佐町総合交流促進施設の指定管理者の指定について 地方自治法の規定に基づき、指定管理者
を指定

議３６号 遊佐町農林漁業体験施設の指定管理者の指定について 地方自治法の規定に基づき、指定管理者
を指定

議３７号 町道路線の廃止及び認定について 日沿道延伸に伴い、法の規定により町道
の路線を廃止

議３８号 町道路線の廃止及び認定について 広畑橋の架替、畑西線の改良工事に伴
い、法の規定により町道の路線を廃止

議３９号 遊佐町過疎地域持続的発展計画の一部変更について 法の規定に基づき、遊佐町過疎地域持続
発展計画の一部変更

議４０号 白井・金俣辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について ５年度の６期計画終了に伴い、新たに６年
度からの総合整備計画を策定

議４１号 令和5年度遊佐町一般会計補正予算（第7号）の専決処分の承認について ３月１９日告示の遊佐町議会議員選挙執行
のため

〈傍聴者　 のべ18人〉【お詫びと訂正】№163　P9
「誤」【教育課】事業計画とその内容は。（松永裕美委員）　 「正」【教育課】事業計画とその内容は。（那須正幸委員）
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宮城県亘理町の規定より抜粋

　
亘
理
町
は
、
東
に
太
平
洋
、
西

に
標
高
約
２
０
０
m
の
阿
武
隈
高

地
、
北
に
は
阿
武
隈
川
が
流
れ
肥

沃
な
土
地
が
広
が
る
。
面
積
73
・

６
㎢
。
中
央
部
の
水
田
地
帯
を
住

宅
街
が
取
り
囲
む
緑
豊
か
な
田
園

都
市
。
人
口
は
３
万
３
０
８
７
人

（
令
和
２
年
国
勢
調
査
）

議
員
報
酬
等
減
額
規
定

　

現
職
議
員
の
ひ
と
り
が
長
期
療

養
（
長
期
欠
席
約
１
年
）
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
制
定
へ
動
い
た

き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

規
定
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

既
に
規
定
が
あ
る
先
進
地
の
も
の

を
検
証
し
、
報
酬
・
期
末
手
当
、

減
額
除
外
事
由
等
（
公
務
上
の
災

害
や
出
産
等
）
な
ど
細
か
く
確
認

し
協
議
し
た
。

　

定
例
会
で
議
員
が
条
例
の
一
部

改
正
議
案
を
提
出
し
て
、
議
員
報

酬
等
減
額
規
定
を
制
定
し
た
。

　

検
討
中
に
長
期
欠
席
と
な
っ
て

い
た
議
員
は
辞
職
し
て
お
り
、
減

額
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
そ

の
後
、
現
職
議
員
が
長
期
欠
席
と

な
り
ひ
と
月
分
を
減
額
対
象
と
し

て
い
る
。

宮
城
県
亘
理
町

宮
城
県
大
和
町

視
察
を
終
え
て

　
宮
城
県
中
部
に
あ
り
、
仙
台
市

の
北
に
位
置
す
る
。
面
積
は
、

２
２
５
・
49
㎢
。
東
西
に
吉
田
川

が
流
れ
、
船
形
山
、
七
ツ
森
な
ど

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。南
川
ダ
ム
、

宮
床
ダ
ム
が
あ
り
、
水
源
の
町
で

も
あ
る
。
人
口
は
、２
万
８
７
８
６

人
（
令
和
２
年
国
勢
調
査
）

議
会
の
ラ
イ
ブ
配
信

　

Y
ouT
ube

を
利
用
し
て
ラ
イ

ブ
配
信
を
行
っ
て
い
る
。
議
会
事

務
局
の
作
業
は
、
定
例
会
数
日
前

に
業
者
と
リ
モ
ー
ト
動
作
確
認
を

行
う
こ
と
、
ラ
イ
ブ
配
信
後
の
確

認
調
整
を
す
る
こ
と
の
二
つ
だ
け
。

か
か
る
費
用
は
、
維
持
費
と
な
る
。

　

全
国
の
議
会
で
導
入
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
も
の
だ
っ
た
た
め
、

　

遊
佐
町
議
会
で
は
、
議
員
報
酬

等
削
減
規
定
に
つ
い
て
は
、
制
定

す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に

考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
議
会
活

動
が
で
き
な
い
期
間
を
定
め
る
際

の
基
準
日
、
基
準
期
間
の
設
け
方

を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

連
続
し
て
長
期
欠
席
す
る
ケ
ー

ス
だ
け
で
な
く
、
１
日
だ
け
出
席

し
て
再
び
欠
席
す
る
ケ
ー
ス
な
ど

様
々
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
基
準
の
設
定
な
ど
を

検
討
し
、
議
員
側
か
ら
提
案
し
て
規

定
を
制
定
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

議
会
の
ラ
イ
ブ
配
信
に
つ
い
て

は
、「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
標

と
す
る
遊
佐
町
議
会
に
つ
い
て
は
、

必
須
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

現
在
、
議
会
録
画
の
配
信
は

行
っ
て
い
る
も
の
の
、
１
週
間
ほ

ど
の
時
間
差
が
発
生
す
る
。

　

直
接
傍
聴
に
来
ら
れ
な
く
て
も

ラ
イ
ブ
配
信
を
自
宅
に
限
ら
ず
、

各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
等
で
傍

聴
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
幅
広

く
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
「
き
っ
か
け
」
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

議
会
を
傍
聴
し
、
今
、
ど
ん
な
こ

と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
「
議

会
運
営
（
議
会
改
革
）」
に
必
要

な
事
で
あ
る
。

議会活動ができない期間 減額の割合

90日以上180日未満 100分の20

180日以上270日未満 100分の30

270日以上365日未満 100分の40

365日以上 100分の50

議会運営委員会行政視察 令和6年1月30日・31日

宮城県亘理町：
宮城県大和町：

議員報酬等減額規定・議会ライブ配信について
通年議会・議会ライブ配信について
　長期欠席議員の報酬減額について規定を設けるにあたっての
背景、制定後の運用状況を視察した。また、議会の録画配信
に加えてリアルタイムのライブ配信を行うメリットを視察した。

レポート
委 員 会

（管外視察）

 

参
加
者

【
議
会
運
営
委
員
会
】

那
須 

正
幸
・
今
野 

博
義

佐
藤 

俊
太
郎
・
松
永 

裕
美

【
議
長
】

髙
橋 

冠
治

【
議
会
事
務
局
長
】

土
門 

良
則

い
つ
導
入
す
る
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
け
だ
っ
た
。

　

導
入
後
、
常
に
見
ら
れ
て
い
る

と
い
う
意
識
も
あ
り
、
議
員
一
人

ひ
と
り
が
発
言
す
る
際
の
言
葉
づ

か
い
や
発
言
の
仕
方
も
変
化
が

あ
っ
た
。
町
民
の
議
会
へ
の
関
心

度
に
つ
い
て
正
確
な
ア
ン
ケ
ー

ト
・
調
査
結
果
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
視
聴
数
が
伸
び
て
い
る

こ
と
か
ら
一
定
程
度
効
果
が
あ
る

も
の
と
み
て
い
る
。
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（15）� 遊佐町議会だより

子
ど
も
た
ち
は
遊
佐
の
宝
。
子
ど
も
た
ち
を
育
む
保
育
施
設
を
訪
ね
ま
す
。

今
回
は
、
は
ぐ
の
家
（
遊
佐
町
・
五
日
町
地
内
）。

伊
藤
淳
子
園
長
に
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

 

⓱

Yuzajin

シリーズ

子
ど
も
の
幸
せ
を

　
　
　

願
い
実
現
す
る

　
　
　
　
　
　
　

は
ぐ
の
家

　
は
ぐ
の
家
と
い
う
園
名
は
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
は
ぐ
の
家
に
集
う

全
て
の
人
た
ち
が
育
み
ハ
グ
す
る
、

抱
き
し
め
受
け
止
め
あ
う
場
で
あ

り
、
大
切
な
心
の
基
地
、
人
と
人
が

つ
な
が
り
合
う
家
で
あ
り
た
い
と
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
理
念
・
保
育
は
「
よ
く
生

活
す
る
こ
と
は
、
よ
く
育
む
こ
と
」

「
い
っ
ぱ
い
あ
そ
ん
で
、
た
く
さ
ん
食

べ
て
、
ぐ
っ
す
り
ね
む
る
」
は
ぐ
の

家
は
子
ど
も
の
幸
せ
を
積
極
的
に
実

現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
場楽しい園外保育

たくさん食べる

ぐっすり眠る

 

い
っ
ぱ
い
遊
ぶ

 
た
く
さ
ん
食
べ
る

 

ぐ
っ
す
り
眠
る

は
ぐ
の
家
に
集
う
全
て
の

人
の
幸
せ
を
育
み
た
い

子
ど
も
た
ち・保
護
者
さ
ま

と
続
く
絆

千
手
観
音
さ
ま
の
よ
う
な

先
生
方

町
や
議
会
に
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か

で
す
。
衣
・
食
・
住
・
知
・
徳
・
体

の
全
て
を
含
む
「
生
活
」
は
英
語
で

言
え
ば
L
i
f
e
。
L
i
f
e
に
は

ま
た
、「
命
」
や
「
人
生
」
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。
は
ぐ
の
家
で
の
生

活
は
子
ど
も
の
命
を
輝
か
せ
る
場
、

子
ど
も
が
そ
の
子
ら
し
い
人
生
の

根
っ
こ
を
作
っ
て
い
く
場
な
の
で
す
。

　
６
年
３
月
現
在
22
名
が
在
園
、
６

年
度
は
里
帰
り
出
産
・
予
約
を
合
わ

せ
20
名
を
迎
え
入
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
に
よ
り
実
体
験
を
重
視
し
て
い

ま
す
。
園
外
保
育
（
散
歩
、
散
策
）

は
「
宝
箱
体
験
」
そ
し
て
「
足
育
」

で
す
。
風
に
空
を
見
上
げ
、
草
花
に

目
を
輝
か
せ
、
見
つ
け
た
小
石
を

ギ
ュ
ッ
と
握
り
し
め
、
そ
っ
と
見
せ

て
く
れ
る
姿
は
小
宇
宙
の
扉
が
開
く

瞬
間
で
す
。
先
生
の
ハ
ミ
ン
グ
に
小

さ
な
身
体
を
揺
す
り
、
ク
リ
ー
ム
色

の
帽
子
が
ピ
ョ
コ
ン
と
飛
び
跳
ね
る

様
子
は
♪
音
符
の
よ
う
で
す
。

いっぱい遊ぶ

　
今
の
お
気
に
入
り
は
木
の
テ
ラ
ス

の
ト
ン
ネ
ル
サ
ー
ク
ル
あ
そ
び
、
パ

ズ
ル
、
ヒ
ー

ロ
ー
、
ヒ
ロ

イ
ン
、
お
寿

司
屋
さ
ん
な

ど
の
な
り
き

り
あ
そ
び
に

夢
中
で
す
。

　
「
私
た
ち

の
身
体
は
食

べ
た
物
で
で

き
て
い
る
」　

自
園
調
理
、

少
人
数
だ
か

ら
こ
そ
で
き

る
献
立
、
季

節
や
行
事
・

　
皆
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
か
。
記
憶

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
考
え
た
り
学

ん
だ
り
す
る
役
割
を
持
つ
脳
の
海
馬

は
、
十
分
な
睡
眠
に
よ
り
育
ま
れ
ま

す
。
心
地
よ
い
疲
れ
と
満
腹
感
が
、

健
や
か
な
眠
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
秋
の
「
親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
に

は
卒
園
し
た
全
て
の
家
庭
を
招
待
し

ま
す
。
在
園
親
子
さ
ん
、
卒
園
親
子

さ
ん
、
そ
し
て
先
生
方
と
の
交
流
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
お
誕
生
日
会
を
は

ぐ
の
家
み
ん
な
で
祝
い
、
６
年
度
か

ら
は
コ
ロ
ナ
や
感
染
症
に
配
慮
し
な

が
ら
、
誕
生
児
の
親
御
さ
ん
を
招
待

し
、
昼
食
を
共
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
う

け
と
め
て
や
さ
し
く
ふ
れ
て
い
く
先

生
方
。
３
歳
に
な
り
た
て
の
子
が
園

庭
を
見
て
ポ
ツ
リ
「
ト
マ
ト
、
あ
め

に
ぬ
れ
て
う
れ
し
そ
う
」
の
小
さ
な

声
に
涙
す
る
姿
や
、
保
護
者
さ
ん
と

交
わ
す
日
々
の
丁
寧
な
連
絡
帳
は
か

け
が
え
の
な
い
成
長
の
足
跡
、
愛
が

ギ
ュ
ギ
ュ
っ
と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
わ
た
し
を
、
ぼ
く
を
」
い
つ
も
先

生
方
が
ち
ゃ
ん
と
み
て
く
れ
て
、
誠

実
な
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
喜
び
や

安
心
感
。
そ
れ
を
子
ら
は
曇
り
の
な

い
ま
な
こ
で
「
大
好
き
な
先
生
」
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
た
の
も

し
い
ほ
ど
、
誇
ら
し
い
ほ
ど
ス
テ
キ

な
先
生
方
で
す
。
ま
る
で
千
手
観
音

さ
ま
の
よ
う
で
す
。

　
家
庭
は
一
つ
と
し
て
同
じ
営
み
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
聞
い
て
ほ
し
い
、
こ

ん
な
時
ど
う
し
た
ら
。」
誰
で
も
ど
ん

な
こ
と
で
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で
き
る

多
く
の
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
は
ぐ
く
み
f
a
m
i
l
y

（
は
ぐ
ふ
ぁ
み
）
も
い
つ
で
も
待
っ
て

い
ま
す
。

連
絡
先
☎
０
２
３
４–

31–

８
４
８
４　

は
ぐ
の
家

お
や
つ
や
水
分
補
給
の
麦
茶
に
も
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
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令
和

 ６
 年

 ５
 月

 １
 日

　
第

164号
　

発
行

／
遊

佐
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
〒

999-8301 山
形

県
飽

海
郡

遊
佐

町
遊

佐
字

舞
鶴

202　
☎（

0234）72-5889　
印

刷
／

株
式

会
社

小
松

写
真

印
刷

6月の定例会の予定

表
紙
の
写
真

　

年
４
回
発
行
の
議
会
だ
よ
り

の
表
紙
は
、
ど
う
い
う
写
真

が
い
い
の
か
と
毎
回
大
変
な
こ

と
も
あ
る
が
楽
し
く
悩
ん
で
い

る
。
５
月
号
だ
け
ど
、
今
回
の

表
紙
は
３
月
14
日
に
行
わ
れ
た

遊
佐
中
学
校
の
卒
業
式
。
卒
業

生
は
、
凛
々
し
く
、
晴
れ
晴
れ

と
し
た
表
情
で
、
そ
れ
が
と
て

も
ま
ぶ
し
か
っ
た
。
遊
佐
中
生

と
し
て
歌
う
最
後
の
合
唱
も
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
仲
の
い
い
学

年
の
よ
う
で
、
卒
業
式
の
後
、

教
室
で
先
生
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
過
ご
す
最
後
の
時
間
を
名
残

惜
し
く
楽
し
ん
で
い
た
。
こ
れ

か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ

を
ま
す
ま
す
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

　

令
和
６
年
２
月
１
日
１

６
３
号
の
議
会
ク
イ
ズ
に
は

59
名
の
方
の
応
募
が
あ
り
、

59
名
の
方
が
正
解
で
し
た
。

答
え　
①
Ｃ　

②
Ｂ　

③
Ａ

　

当
選
者
の
発
表
は
、
商
品

の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
題

①
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
の
６
年
度
予
算
は
。

A　

４
億
２
０
１
０
万
円

B　
５
億
５
０
１
０
万
円

C　

６
億
６
０
１
０
万
円

②
す
く
す
く
ゆ
ざ
っ
子
支
援

金
の
対
象
人
数
は
。

A　

１
５
３
人　

 

B　

１
８
３
人

C　

２
５
３
人

③
は
ぐ
の
家
で
秋
に
行
わ
れ

る
行
事
は
。

A　

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

B　

親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ー

C　

親
子
お
楽
し
み
デ
ー　

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ　

②
Ｂ　

③
Ｃ
）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様

に
米
～
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
お
買
い
物
券
１
０
０
０

円
分
を
、
お
届
け
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個

人
情
報
は
、
こ
の
議
会
ク
イ

ズ
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
。
町
広
報
に
折
込
み

の
ハ
ガ
キ
は
使
え
ま
せ
ん
。

★

　
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の

ほ
か
議
会
へ
の
ご
要
望
、
ご

意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
大
歓

迎
で
す
。

★

　

あ
て
先
／
999
―
８
３
０
１

　
　

遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
202

　
　

役
場
内　

議
会
事
務
局

　
　

締
め
切
り
５
月
31
日

　

発
表
は
次
号
で
す
。

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

遊
佐
中
学
校
卒
業
式

議会クイズ

120

編
集
室
よ
り 

│
│

発
　
刊
　
人

　
議
　
　
長
　
髙
橋 

冠
治

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
本
間 

知
広

　
副
委
員
長
　
駒
井 

江
美
子

　
委
　
　
員
　
斎
藤 

弥
志
夫

　
委
　
　
員
　
土
門 

治
明

　
委
　
　
員
　
渋
谷 

敏

　
委
　
　
員
　
伊
原 

ひ
と
み

議会を傍聴してみませんか
６月定例会のご案内
　遊佐町議会は、年間４回の定例会が開
催されます。
　６月定例会は、本会議と補正予算審査
特別委員会が議場で行われます。
　ぜひ一度、傍聴してみませんか？

６月１１日（火）	 本会議・一般質問
６月１２日（水）	 一般質問
６月１３日（木）	 常任委員会
６月１４日（金）	 補正予算審査特別
	 委員会・本会議

※変更する場合もございますので、傍聴の際はあらか
じめ議会事務局（☎︎７２-５８８９）にご確認ください。

　

年
度
変
わ
り
の
３
月
議
会
が

時
田
町
長
不
在
の
状
態
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
会
前
に
町
と
の
合

同
葬
儀
が
２
月
16
日
に
執
り
行
わ

れ
、
６
０
０
人
以
上
の
参
列
者
が

別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

新
た
な
町
長
選
挙
は
３
月
19
日

に
告
示
、
同
時
に
町
議
会
議
員
補

欠
選
挙
も
告
示
と
な
り
、
３
月
24

日
に
投
票
が
行
わ
れ
て
新
し
い
体

制
で
町
政
が
動
き
ま
す
。
ふ
る
さ

と
の
自
然
を
守
り
、
遊
佐
の
未
来

を
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
に
貢
献
し

て
く
だ
さ
っ
た
時
田
町
長
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（土

門 

治
明
）




